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4.1.7　担当項目タイトル (14pt,MSｺﾞﾁ+centuryｺﾞﾁ)

〈6行どり・2段通し〉

1　取り上げる意義と位置づけ（MSｺﾞﾁ+centuryｺﾞﾁ）
〈１行アキ〉
３２３（9pt,MS明+century：25字×60行×2段）４５

４２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36
１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５２２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５３

４

５２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５

〈１行アキ〉
2　重要な特徴、メカニズムなど（10.5pt）
〈１行アキ〉
９２３（9pt,MS明+century：25字×60行×2段）４５

０２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

〈１行アキ〉

3　リスクの範囲と評価法（MSｺﾞﾁ+centuryｺﾞﾁ）
〈１行アキ〉

33２３（9pt,MS明+century：25字×60行×2段）４５
34

35

36

37

38

39

40

41

42
43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５２２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５３

４

５２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５

〈１行アキ〉
4　取り組みかた（10.5pt,MSｺﾞﾁ+centuryｺﾞﾁ）
〈１行アキ〉
９２３（9pt,MS明+century：25字×60行×2段）４５

10
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12

13

14

15

16

17

18
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20
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24

25
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57
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１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５

２２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５

３

〈１行アキ〉
5　職域安全衛生担当者・産業保健職の心得

〈１行アキ〉

７２３（9pt,MS明+century：25字×60行×2段）４５
８
９

10
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21
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24

25
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29
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46

47
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（9pt,MSｺﾞﾁ）（執筆 者名）
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1   図・表・写真は、本テキストボックスの中に貼付してください（ただし、別途、元原稿ファイルもご提出願います）。


2   複数の図・表・写真を掲載する場合は、本ボックスをコピー＆ペーストしてご利用ください。


3   レイアウトは、あくまで目安となりますが、文字数との調整のために本ボックスをご利用ください。


4   実際のサイズは、片段の場合左右79ミリ、２段通しの場合左右169ミリとなります。


5   印刷物は、白黒になります。カラーで作成したものは、白黒で判別できることをご確認下さい。


6   CD-ROM版は、カラーの表示が可能です。





第1小節本文＝9pt,MS明+century（１行25字）


※「第1小節・取り上げる意義と位置づけ」に盛り込む内容。


　導入部として、本節で取り上げるテーマ（リスクおよび/または取り組み）が、労働者の安全・健康に及ぼす影響、労働生活の質の向上にとって必要である点や大切さを指摘してください。


　その影響が及ぶ範囲をいくつかの例を挙げながら指摘して産業安全・保健活動が重要であることを述べます。


　最近の報告・統計から、影響の重大さ、予防策の効果を概括的に示すことができる場合は、そのようなデータを引用してください。


　現在・近未来において重要な取り組みの方向を3点以内にまとめてください。





第2小節本文＝9pt,MS明+century（１行25字）


※「第2小節・メカニズムと特徴」に盛り込む内容。


　本節で取り上げるテーマの主な特徴点を3～4点に絞って挙げてください。具体的な評価方法、予防策などは後段の小節に譲ります。





第4小節本文＝9pt,MS明+century（１行25字）


※「第4小節・取り組みかた」に盛り込む内容。


　現場で取り組むHow to点を提供する小節。


　一次～三次予防に分けて記述すると整理しやすいと思われるので、


⑴一次予防


⑵二次予防


⑶三次予防


⑷その他


などの小見出しか、または力点を置くべき予防施策の2－4項程度に見合った小見出しを付し、さらに各項目の中をブレット方式（箇条書き）で2～3点のポイントを示し解説してください。


　作業管理・作業環境管理については一体的に扱い、作業条件・環境条件に関する一次予防策を整理してください。健康影響対策についても、健康診断法、各種調査法、リハビリ・復職、新入社員・高齢層等の特に配慮が必要なグループへの対策を注意深く取り上げます。











第3小節本文＝9pt,MS明+century（１行25字）


※「第3小節・リスクの範囲と評価法」に盛り込む内容。


　本節で取り上げるテーマが安全・健康に及ぼす影響を評価する方法について解説する小節。


　第2小節で挙げた3～4点の特徴点について、1点ごとに簡明に解説します。


　これらの特徴点を踏まえて、現場対策に取り組む際の最大のポイント（優先的に取り組むべき事柄）を2～3点掲げてください。





第5小節本文＝9pt,MS明+century（１行25字）


※「第5小節・職域安全衛生担当者・産業保健職の心得」に盛り込む内容。


　第1～4小節で取り上げられなかった事柄や、さまざまな取り組みに関する留意点、ちょっとしたヒントをいくつか示してください。
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